
  

 

 

          
 

 

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

は

ハ

ー

ト

が

お

好

き

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朝

比

奈

由

佳

 

      



  

 

 

 
 

 

人

 
 

物

 

 

前

崎

愛

里

（

2 7
）

 

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

 

 

渋

谷

翼

（

3 9
）

 

刑

事

 

 

仙

石

原

淳

（

4 2
）

 

質

屋

の

店

長

・

情

報

屋

 

 

犬

山

友

梨

佳

（

2 7
）

 

愛

里

の

仲

間

 

 

市

ヶ

谷

洋

介

（

3 2
）

刑

事

・

渋

谷

の

同

僚
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○

海

岸

線

・

走

る

車

・

車

内

（

早

朝

）

 

 
 

 

赤

の

オ

ー

プ

ン

カ

ー

で

音

楽

を

流

し

、

ノ

リ

ノ

リ

で

運

転

し

て

い

る

前

崎

愛

里
（

2 7
）
と

助

手

席

の

犬

山

友

梨

佳

（

2 7
）
。

 

メ

イ

ク

は

派

手

だ

が

、

服

装

は

黒

で

地

味

。 

友

梨

佳

「

今

日

も

上

手

く

い

っ

た

じ

ゃ

ん

、

愛

里

」

 

愛

里

「
（

ニ

ッ

と

笑

い

）

当

た

り

前

よ

！

」

 

友

梨

佳
「

巧

妙

な

手

口

。
流

石

、
怪

盗

ル

パ

ー

ノ

様

！

」 

愛

里

「

(

笑

顔

で

)

私

に

盗

め

な

い

も

の

は

な

い

！

」

 

 

○

同

・
（

早

朝

）

 

 
 

 

朝

日

が

昇

る

海

を

見

な

が

ら

、

颯

爽

と

走

る

愛

里

の

車

。

 

 

○

宝

石

店

・

入

口

(

朝

)
 

ハ

ー

ト

の

形

に

割

ら

れ

た

ド

ア

の

前

に

、

一

台

の

パ

ト

カ

ー

が

止

ま

る

。

 

中

か

ら

渋

谷

翼

（

3 9
）

と

市

ヶ

谷

洋

介

（

3 2
）

が

降

り

て

き

て

。

 

渋

谷

「

こ

こ

が

現

場

か

？

」
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市

ヶ

谷

「

は

い

」

 
渋

谷

「

ま

た

例

の

奴

ら

の

仕

業

か

？

」

 

市

ヶ

谷
「

え

ぇ

。
怪

盗

ル

パ

ー

ノ

の

仕

業

か

と

…
…

」

 

渋

谷

「

と

り

あ

え

ず

、

中

へ

入

ろ

う

」

 

 
 

 

と

、

店

内

に

入

る

渋

谷

と

市

ヶ

谷

。

 

 

○

同

・

店

内

（

朝

）

 

 
 

 

メ

イ

ン

の

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

の

ガ

ラ

ス

が

割

ら

れ

、

そ

の

上

に

は

一

枚

の

名

刺

。

 

名

刺

を

手

に

取

る

渋

谷

、

じ

っ

と

見

つ

め

て

。 

渋

谷

「

あ

な

た

の

ハ

ー

ト

を

い

た

だ

き

ま

す

。

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

…
…

。

で

、

物

は

？

」

 

市

ヶ

谷

「

時

価

一

千

万

と

言

わ

れ

る

ハ

ー

ト

型

の

ル

ビ

ー

の

ネ

ッ

ク

レ

ス

で

す

」

 

渋

谷

「

今

度

は

ル

ビ

ー

か

…
…

。

 

ク

ソ

ッ

! !
」

 

 
 

 

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

を

軽

く

叩

き

、

手

を

抑

え

る

渋

谷

。

 

市

ヶ

谷

、

一

瞬

吹

き

出

し

笑

い

を

こ

ら

え

る

。 

 

○

海

岸

線

・

パ

ー

キ

ン

グ

エ

リ

ア

（

朝

）
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車

を

止

め

、

降

り

て

く

る

愛

里

と

友

梨

佳

。

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ハ

ー

ト

型

の

ル

ビ

ー

を

取

り

出

す

愛

里

、

朝

日

に

か

ざ

し

て

。

 

友

梨

佳

「

う

ぉ

～

、

綺

麗

」

 

愛

里
「
（

し

み

じ

み

）
宝

石

の

輝

き

は

美

し

い

。
特

に

、

ハ

ー

ト

型

の

宝

石

は

ね

」

 

友

梨

佳

「

ハ

ー

ト

型

の

宝

石

は

特

別

に

高

貴

で

、

珍

し

い

か

ら

だ

よ

ね

？

」

 

愛

里

「

そ

う

。

さ

す

が

、

私

の

相

棒

！

」

 

友

梨

佳

「

ね

ぇ

、

お

祝

い

し

な

い

？

」
 

愛

里

「

う

ん

、

い

い

ね

！

」

 

 
 

 

と

愛

里

と

友

梨

佳

、

ハ

イ

タ

ッ

チ

で

喜

ぶ

。

 

 

○

愛

里

の

部

屋

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

 

 
 

 

広

い

ワ

ン

ル

ー

ム

に

シ

ン

プ

ル

な

家

具

。

 

鼻

歌

を

歌

い

上

着

を

脱

ぐ

愛

里

。

 

友

梨

佳

、

愛

里

の

上

着

か

ら

ル

ビ

ー

を

取

り

。 

友

梨

佳
「

ね

ぇ

？

 

こ

れ

、
１

日

借

り

て

も

い

い

？

」

 

愛

里

「

何

で

？

」

 

友

梨

佳

「

こ

れ

、

街

コ

ン

に

つ

け

て

行

っ

た

ら

、

絶
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対

に

モ

テ

る

っ

て

！

」

 
愛

里

「

ダ

メ

！

 

こ

の

ル

ビ

ー

は

売

る

の

」

 

友

梨

佳

「

え

っ

、

ま

た

？

 

も

う

売

る

の

？

」

 

愛

里

「

当

た

り

前

で

し

ょ

？

 

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

は

身

寄

り

の

な

い

子

供

た

ち

の

見

方

な

の

」

 

友

梨

佳

「

ね

ぇ

、

愛

里

。

今

回

は

分

け

前

も

ら

え

る

ん

だ

よ

ね

？

」

 

愛

里

「

そ

ん

な

も

ん

な

い

に

決

ま

っ

て

る

じ

ゃ

ん

」

 

友

梨

佳

「

じ

ゃ

あ

、

今

回

も

な

し

？

」

 

愛

里

「

当

た

り

前

で

し

ょ

！

」

 

友

梨

佳

「

や

っ

て

ら

ん

な

い

。

私

、

も

う

辞

め

る

」

 

愛

里

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

。

何

で

辞

め

る

の

？

」
 

友

梨

佳

「

私

、

自

分

の

為

に

お

金

が

使

い

た

い

」

 

愛

里

「

私

の

気

持

ち

、

知

っ

て

て

協

力

し

て

く

れ

て

た

ん

だ

よ

ね

？

」

 

友

梨

佳

「

そ

り

ゃ

、

愛

里

が

児

童

養

護

施

設

育

ち

だ

か

ら

、

身

寄

り

の

な

い

子

ど

も

た

ち

に

お

金

を

恵

ん

で

あ

げ

た

い

優

し

い

気

持

ち

は

わ

か

る

よ

」

 

愛

里

「

だ

っ

た

ら

協

力

し

て

よ

！

」

 

友

梨

佳

「

も

う

無

理

。

だ

っ

て

さ

、

折

角

宝

石

盗

ん
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で

も

、

自

分

の

為

に

使

え

な

ら

張

り

合

い

出

な

い

ん

だ

よ

ね

」

 

愛

里

「

友

梨

佳

…
…

」

 

友

梨

佳

「

ね

ぇ

愛

里

、

私

た

ち

も

う

解

散

し

よ

」

 

 
 

 

愛

里

を

冷

め

た

目

で

見

る

友

梨

佳

、

去

る

。

 

ソ

フ

ァ

ー

に

座

る

愛

里

、

ム

ッ

と

し

た

顔

。 

愛

里
「

(

呟

き

)

な

に

よ

、
意

気

地

な

し

。
！

 

い

い

も

ん

！

 

次

は

私

一

人

で

成

功

さ

せ

る

か

ら

！

」

 

 
 

 

両

腕

を

組

み

、

膨

れ

っ

面

の

愛

里

。

 

 

○

質

屋

・

店

内

 

 
 

 

薄

暗

い

店

内

。

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

に

は

、

ブ

ラ

ン

ド

物

の

バ

ッ

グ

や

宝

石

が

並

ぶ

。

お

客

の

持

ち

込

ん

だ

宝

石

を

鑑

定

し

て

い

る

仙

石

原

淳

（

4 2
）
。

 

 
 

 

ガ

ラ

リ

と

ド

ア

を

開

け

入

っ

て

く

る

愛

里

。

 

愛

里

「

こ

ん

に

ち

は

～

」

 

仙

石

原

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

」

 

 
 

 

仙

石

原

、

出

て

行

く

客

に

。

 

仙

石

原

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

！

」
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と

、

お

客

を

送

り

出

し

カ

ー

テ

ン

を

閉

め

る

。 
仙

石

原

「

で

、

今

日

の

要

件

は

？

」

 

愛

里

「

昨

日

盗

ん

だ

ル

ビ

ー

と

引

き

換

え

に

、

新

し

い

情

報

が

欲

し

い

ん

だ

け

ど

？

」

 

 
 

 

バ

ッ

ク

の

中

か

ら

ハ

ー

ト

型

の

ル

ビ

ー

を

取

り

出

し

、

仙

石

原

に

見

せ

る

愛

里

。

ル

ビ

ー

を

受

け

取

り

、

鑑

定

を

始

め

る

仙

石

原

。

 

仙

石

原

「

お

ぉ

。

こ

れ

は

上

物

じ

ゃ

な

い

か

！

」

 

愛

里
「

で

し

ょ

？

 

で

、
情

報

は

？

 

何

か

あ

る

？

」

 

仙

石

原

「

横

浜

に

良

い

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

を

置

い

た

宝

石

店

が

あ

る

」

 

愛

里
「

ほ

ー

、
今

度

は

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

か

。
形

は

？

」

 

仙

石

原

「

勿

論

ハ

ー

ト

型

。

し

か

し

、

今

回

は

高

価

な

分

、

人

手

が

い

る

の

が

難

点

だ

」

 

愛

里

「

人

手

か

…
…

。

い

や

、

私

一

人

で

や

る

! !
」

 

仙

石

原
「

無

理

だ

。
人

手

が

い

る

っ

て

い

っ

た

だ

ろ

？

」 

愛

里
「

大

丈

夫

! ! 

こ

の

、
怪

盗

ル

パ

ー

ノ

様

の

私

に

一

人

で

で

き

な

い

仕

事

は

な

い

」

 

 
 

 

と

、

腰

に

手

を

当

て

る

愛

里

。

 

首

を

横

に

振

る

仙

石

原

。
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○

横

浜

商

店

街

（

深

夜

）

 

 
 

 

沢

山

の

ブ

ラ

ン

ド

シ

ョ

ッ

プ

が

立

ち

並

ぶ

。

ど

の

店

も

頑

丈

な

シ

ャ

ッ

タ

ー

。

 

 

○

同

・

宝

石

店

・

入

口

（

深

夜

）

 

 
 

 

頑

丈

な

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

バ

ー

ル

で

器

用

に

開

け

る

愛

里

。

ラ

イ

タ

ー

を

取

り

出

し

、

ガ

ラ

ス

戸

を

焼

い

て

い

る

。
 

 

○

同

・

裏

口

（

深

夜

）

 

 
 

 

煙

草

を

吸

い

、

身

を

潜

め

る

渋

谷

。
 

市

ヶ

谷

、

飲

み

物

を

二

つ

手

に

持

っ

て

。
 

渋

谷
「
（

小

声

で

）
今

日

こ

そ

は

こ

の

手

で

捕

ま

え

て

や

る

か

ら

な

、

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

」

 

市

ヶ

谷

「
（

小

声

で

）

本

当

に

大

丈

夫

っ

す

か

ね

」

 

渋

谷

「

(

小

声

で

)

バ

カ

！

 

大

丈

夫

に

決

ま

っ

て

る

だ

ろ

！

」

 

 
 

 

市

ヶ

谷

の

頭

を

叩

く

渋

谷

。

 

市

ヶ

谷

「

(

渋

い

顔

)

痛

っ

て

ぇ

」
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○

同

・

店

内

（

深

夜

）

 

 
 

 

店

の

奥

に

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

さ

れ

た

、

ハ

ー

ト

型

の

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

。

ラ

イ

タ

ー

を

取

り

出

し

、

ガ

ラ

ス

ケ

ー

ス

を

焼

く

愛

里

。

 

愛

里

「
（

小

声

で

）

あ

と

少

し

。

も

う

す

ぐ

、

こ

の

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

が

私

の

物

に

…
…

」

 

 
 

 

す

る

と

、

パ

リ

ン

と

音

を

立

て

て

ガ

ラ

ス

が

割

れ

る

。

大

き

な

音

で

鳴

る

警

報

機

。

 

愛

里

「
（

舌

打

ち

）

し

く

じ

っ

た

! !
」

 

 

○

同

・

裏

口

（

深

夜

）

 

 
 

 

警

報

機

の

音

に

気

づ

き

、

慌

て

て

店

内

に

入

る

渋

谷

と

市

ヶ

谷

。

 

 

○

同

・

店

内

（

深

夜

）

 

 
 

 

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

を

手

に

取

り

逃

げ

去

る

愛

里

。 

渋

谷

、

中

に

い

る

愛

里

を

見

つ

け

て

。

 

渋

谷

「

待

て

、

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

! !
」

 

愛

里

「
（

小

声

で

）

ヤ

バ

い

！

」

 

渋

谷

「

今

日

こ

そ

は

捕

ま

え

て

や

る

! !
」
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愛

里

に

一

歩

ず

つ

歩

み

寄

る

渋

谷

。

 

愛

里

の

肩

を

触

り

。

 

渋

谷

「

や

っ

と

捕

ま

え

た

！

」

 
と

、

渋

谷

を

見

る

愛

里

。

 

そ

の

目

に

は

、

ウ

ル

ウ

ル

と

涙

が

。

 

渋

谷

「

お

ま

え

…
…

！

」
 

愛

里

「
（

小

声

で

）

ご

め

ん

な

さ

い

…
…

」

 

渋

谷

「

泣

い

て

る

の

か

？

」

 

愛

里

「

お

願

い

だ

か

ら

、

許

し

て

…
…

」

 

 
 

 

と

潤

ん

だ

瞳

の

愛

里

、

渋

谷

を

じ

っ

と

見

つ

め

て

舌

を

出

し

。

 

愛

里

「

な

ん

ち

ゃ

っ

て

！

 

じ

ゃ

ぁ

ね

～

」

 

渋

谷

「

わ

っ

、

こ

ら

、

待

て

! !
」

 

 
 

 

慌

て

て

逃

げ

る

愛

里

を

追

い

か

け

る

渋

谷

。

 

 

○

横

浜

商

店

街

・

ス

ト

リ

ー

ト

（

深

夜

）

 

 
 

 

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

を

握

り

し

め

、

走

る

愛

里

。

追

い

か

け

る

渋

谷

に

愛

里

、

立

ち

止

ま

り

。 

愛

里

「

楽

し

い

時

間

を

あ

り

が

と

、

刑

事

さ

ん

」

 

 
 

 

と

愛

里

、

投

げ

キ

ッ

ス

。
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胸

元

を

抑

え

る

渋

谷

の

後

ろ

か

ら

、

市

ヶ

谷

が

追

っ

て

き

て

。

 

市

ヶ

谷

「

怪

盗

ル

パ

ー

ノ

は

？

」

 

渋

谷

「

ク

ソ

ッ

! ! 

ま

た

取

り

逃

が

し

た

」

 

市

ヶ

谷

「

ま

た

で

す

か

？

」

 

渋

谷

「
（

舌

打

ち

）

ま

ん

ま

と

盗

ま

れ

た

…
…

」

 

市

ヶ

谷

「

ハ

ー

ト

型

の

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

で

し

ょ

？

」

 

渋

谷

「

違

う

！

 

俺

の

ハ

ー

ト

」
 

市

ヶ

谷

「

は

ぁ

？

」

 

渋

谷

「

い

い

か

ら

早

く

、

追

え

! !
」

 

市

ヶ

谷

「

あ

、

は

い

！

」

 

渋

谷

「

こ

り

ゃ

、

長

い

対

決

に

な

り

そ

う

だ

ぜ

！

」

 

 
 

 

渋

谷

、

先

に

愛

里

を

追

い

か

け

る

市

ヶ

谷

の

後

に

続

い

て

追

い

か

け

る

。

 

 

〇

走

る

車

・

社

内

(

深

夜

)
 

 
 

 

運

転

す

る

愛

里

、

速

度

を

上

げ

て

。

 

愛

里

「

(

ニ

ッ

コ

リ

笑

っ

て

)

サ

イ

コ

ー

！

」

 

 
 

 

笑

う

愛

里

の

胸

元

に

は

、

ハ

ー

ト

型

の

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

の

ネ

ッ

ク

レ

ス

が

キ

ラ

リ

。

 


